
・講義資料の映像を主に、講師の姿を副に使用します。 
・動画は20～40分毎に分割してください。最後に、動画のタイトルを入れて書き出していただきます。

書き出しの仕方
エンコーダ:mp4
解像度:1920×1080
フレームレート:25fps
ビットレート:2,000kbps

【オーディオ】
エンコーダ:AAC
チャンネル:ステレオ
サンプルレート:48000HZ
ビットレート:128kbps

動画タイトルは、HPの「科目名」をご確認ください。
https://www.mirai-dialogue.org/公認心理師試験対策講座/

・納品前に軽いデータに書き出していただき、チェックさせてください。
・画面キャプチャの幅は狭いままで結構です。
・切り替えはディゾルブです。 
・右上に講師の姿が映っている方が望ましいですが、必須ではありません。資料の空白がなければ難しいでしょうし、動画にもよるので、お任せします。 
・オンデマンドの視聴順は、講義の録画順とは限らないので、「昨日もお伝えしましたが」「先ほどの講義でも言いましたが」などの言葉は、できるだけカットしてください。
・資料の表紙右上等に記載してある日付も、カットしてください。
・講義資料が主のときは、音声主導で、本語のテンポを残し、子音は残し、自然に聞こえる程度にビシバシとカットし、聞き流し学習をしても、聞き取りやすいように、理解できるようにしてください。音声カットによりプツ音が出るときは、音声をフェードしてください。聞き流しする学習者もたいへん多いので、音声だけでストレスなく視聴できる動画に仕上げる必要があります。 
・講師が言い間違い、言い淀みを直後に言い直したときには、間違った部分、淀んだ部分はごっそりカットしていただいて構いません。全体として意味がすんなり通じるようにしてください。 
・講師の姿が主のときは、動きが不自然にならないように注意してカットしてください。音声でカットしたいところも、動きが変になるときには、カットを諦めてもらって結構ですが、ディゾルブをかけて処理すればカットできないかを確かめていただき、自然に処理できるところは、カットしてください。講師の動きが少なければ、カット可能な箇所もあるかと思います。
・受講者の声、司会者の声は全部カットし、講師がお一人で講義している体裁にしてください。質問は、テロップに加えて、音声でも流します。質問の内容をテキストで送っていただき、後日、音声データをお送りしますので、動画にはめ込んでください。 
※質問の内容が、たとえば 20 分前の講義についてだった場合、20 分前の講義に講師の説明を追加したほうが分かりやすい場合は、そのようにしてください。その場合は、質問の声やテロップが要らなくなります。最も適切なように、編集してください。（意味、通じますか？） 
・講師がホワイトボードに図や文字を記載している場合は、スマホからでも見やすいようにホワイトボードを拡大し、講師の姿は見えなくなって構いません。お任せします。 
 ・編集の最初に、講師の姿の動画を明るさ調整してください。切ってしまってからだと、調整する回数が増えますので、最初に行ってください。 
 ・一部の動画は、撮影に失敗しており、資料の動画に受講者の姿が終始、映り込んでしまったり、画面キャプチャが撮れていない動画もあります。その場合は、資料の動画を該当する頁の png の静止画に差し替えていただき、さらに、講師がポインターで指し示している箇所を薄いピンク、黄色のマーカーを引く、赤枠や◎で囲むなどの処理が必要です。
手間がかかって申し訳ありませんがよろしくお願いします。 
